
制御盤

TRY TO NEW TECHNOLOGY

■ MODEL
R タイプ

ご使用の前に本書をよくお読み
の上、正しくお使いください。

KKE-0005-12-00

取扱説明書

興和工業所株式
会社

〒 467-0861　名古屋市瑞穂区二野町 2 丁目 28 番地
TEL（052）872-2211（代）  FAX（052）872-2171
http://www.at-kowa.co.jp/furui/



■　はじめに　■

● このたびは『KOWA 制御盤』をご採用いただきまして誠にありがとう
ございました。

● 本制御盤は、KOWA 振動ふるい機 R タイプ（振動選別機）のタイマー
による自動制御を行う制御盤です。ふるいの分級・排出をタイマー設定
に基づき繰り返し行います。

● この取扱説明書には、『KOWA 制御盤』の
1. 安全にご使用いただくための注意事項
2. 基本的な設定・操作方法
3. 故障の原因と対策

 について詳しく説明してあります。本制御盤の性能を十分に発揮させ、
振動ふるい機を安全かつ効率良く稼働していただくために、ご使用の前
には必ず本書をよくお読みの上、ご活用ください。

● 本制御盤は、取扱説明書に沿ってご使用ください。記載内容以外での取
扱いは、思わぬ故障や事故の原因となります。そのため本書の内容を熟
知することは、管理者の方はもとより、本機に関わるすべての方々に徹
底されますようにお願い致します。また、本書は、いつでも、誰でも閲
覧できる位置に常備してください。作業中不明な点がございましたら、
直ちに読み返していただきますようお願い致します。

● 本機を貸与される場合は、この取扱説明書およびすべての付属品も必ず
添付してお渡しください。

● この取扱説明書を紛失したり、損傷された場合は、速やかにお求めの代
理店、または弊社までご連絡ください。

● この取扱説明書につきましては、万全を期して作成いたしましたが、
万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどお気づきの点がございましたら、
お求めの代理店、または弊社までご連絡ください。

● この取扱説明書の一部、または全部を無断転載することは禁止されてい
ます。
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● 弊社製品の「制御盤」の運転操作、保守点検等は決してむずかしくはなく、また、
危険なものではありません。

● しかし、安全な取扱いに対する知識が不十分であったり、適切な事前注意を払
わなかった場合は、重大な事故に結びつく可能性があります。

● ここに示した注意事項は、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止する
ためのものです。本機ご使用の前に、この『安全のために必ずお守りください』
をよくお読みの上、正しく安全にご使用ください。

安全のために必ずお守りください

記号は行為を強制したり、指示したりする内容を告げるものです。
図の中に具体的な注意事項（左図の場合は“アース工事を行ってく
ださい”）が描かれています。

記号は禁止行為であることを告げるものです。
図の中に具体的な禁止事項（左図の場合は“手を触れるな”）が描
かれています。

記号は危険・警告・注意を告げるものです。
図の中に具体的な注意事項（左図の場合は“感電注意”）が描かれ
ています。

■ 図記号（マーク）の例

警告、注意以外の補足説明です。●『補足』：
　　(NOTE)

：

■記号（マーク）のみかた

この表示の注意事項は、誤った取扱いをすると、死亡または重傷を
負う可能性があることを示しています。

● 注意：
　(CAUTION)

この表示の注意事項は、誤った取扱いをすると、人体に傷害を負う可能
性または製品の重大な破損に至る可能性があることを示しています。

● 警告：
　(WARNING)

：

：
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注意

警告
搬入の際に制御盤を吊り上げる（持ち上げ
る）場合は、重心・重量を考慮して作業して
ください。
吊り下げが不完全な場合は、制御盤の落下・
破損、また持ち運び人数によってはケガの原
因となります。

●

制御盤を壁、または架台に据付けの際には、制
御盤の重量を十分考慮の上設置してください。
耐荷重が不十分な場合は、制御盤の落下・破損
などによりケガの原因となります。

●

電気工事は「電気設備基準」及び「内線規
定」に従って施行してください。
配線などに不備があると漏電や感電・火災の
原因になります。

●

振動ふるい機を制御盤の端子台に接続する前
に電源（漏電遮断器など）を確実に切ってく
ださい。
感電・ショート・振動ふるい機の不意な始動
によりケガの原因となります。

●

放熱用のファン、フィルター部をふさいでし
まうような場所（位置）には制御盤を設置し
ないでください。
内部に熱がこもり、火災の原因となります。

●

OFF

製品仕様への注意事項

搬入・据付け上の注意事項

注意

決められた製品仕様以外でのご使用は行なわ
ないでください。漏電・感電・火災・故障な
どの原因になります。

●
周波数
電源電圧
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注意

警告
煙が出ている、へんな臭いがする、操作不能
などの異常時はただちに電源を切り、配電盤
などからケーブルを取り外してください。
異常状態のまま運転を続けますと、感電・火
災の原因となります。

●

制御盤内部に水などの液体がはいった場合
は、ただちに電源を切り、配電盤などからケ
ーブルを取り外してください。
感電・ショートの原因となります。

●

制御盤側面の通風のファン部から内部に異物
を差し込んだり、指などをいれないでくださ
い。
感電・ケガ・ショートの原因となります。

●

振動ふるい機を運転中に制御盤の“インバー
タ異常”が点灯した場合は急激な電源電圧の
変化などが考えられますので、ただちに電源
を切って点検を行ってください。
感電・ショート・火災の原因となります。

●

制御盤の扉を確実に閉めた状態で使用してく
ださい。
ホコリや粉塵の侵入により、引火・ショート
などの原因となります。

●

制御盤内の接続変更は、確実に電源を切って
から作業を行ってください。
感電・ショートの原因となります。

振動ふるい機の運転中、停止直後は制御盤内
が高圧、高温となっています。制御盤内のタ
イマのインバータの設定・変更時には十分気
をつけてください。
感電・ショート・火傷の原因となります。

●

OFF

OFF

OFFインバータ
異常

運転の際の注意事項
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保守・点検の際の注意事項

注意

警告
保守・点検の際は必ず電源（漏電遮断器な
ど）を確実に切ってから作業を行ってくださ
い。感電やショートにより死亡事故や重大な
傷害をまねくおそれがあります。

●

指定部以外の内部の点検・調整・修理は行わ
ないでください。
感電・ショート・異常作動の原因となりま
す。

●

OFF

お客様による制御盤の仕様変更（改造）をし
ないでください。
感電・ショート・異常動作の原因となります。
『補足』仕様変更に伴う制御盤の改造につき

ましては、お買い求めの代理店か弊
社にご相談ください。

● 仕様変更
改造
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特長
●制御盤概要
本制御盤は、リバースタイプふるい機（Rタイプ）のタイマによる自動制御を行い、
ふるいの分級・排出をタイマ設定に基づき繰り返し自動運転させます。

●インバータの設置
リバースタイプふるい機（Rタイプ）は、高頻度に分級・停止・排出・停止を繰り返
し行います。そのためインバータ制御による滑らかな始動・停止を行い、始動・停止
時の振動による機器の破損を防止しています。（スタンダードタイプは三菱製を使用
しています。）

●原料供給機との連動
リバースタイプふるい機に原料を供給する際、必ずふるいは分級中でなければなりま
せん。そのため、制御盤より原料供給タイミング信号を出力しています。（自動運転のみ）
この信号を原料供給機の制御盤に取り込むことにより、ふるい機と原料供給機との連
動運転が可能となります。

注意 お客様による制御盤の仕様変更（改造）は行わないでください。仕様変更に伴
う制御盤の改造につきましては、お買い求めの代理店か弊社にご相談ください。

 感電・ショート・異常作動などの原因となります。

『補足』 原料供給タイミング信号は、直接供給機を駆動するものではありません。原料
供給機回路の改造が必要です。

●基本動作
ふるい分級→停止→ふるい排出を1サイクルとし、この動作を各々のタイマ設定に
基づき繰り返し運転を行います。
また、ふるい分級時に原料供給信号をタイマ設定により出力します。

●外部入力
外部スイッチ入力として
・非常停止
・自動起動
・サイクル停止
の3信号の入力ができます。

〔既設回路〕 〔改造回路〕

M

Th

Th

Mg

Mg
MgPBOFF PBON

M

Th

Th

Mg

Mg

PBOFF PBON 切断スイッチ取付部

R型制御盤より
原料供給信号

改造部分

Mg
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ご使用の前に

●開梱後、梱包内容を確認してください。

製品の確認

● 次に、製品に破損等がないか、ボルト・ナット等にゆるみがないかを確認してくだ
さい。また、ご注文通りの製品仕様かどうかも確認してください。万一、製品に破損、
または不備な点がございましたら、お買い求めの代理店か弊社にご連絡ください。

注意 決められた製品仕様以外での使用は絶対に行わないでください。漏電・火
災・故障などの原因となります。

『補足』 上記仕様はスタンダードタイプの制御盤です。お客様のご注文内容により異なっ
ている場合もあります。

●制御盤外形寸法

製品仕様
露出型BOXで、壁面取り付けまたは、架台取り付け（スタンド型）にて使用してく
ださい。

① 0.4KW-1.5KW
 H600×W500×D250（mm）
② 2.2KW-3.7KｘW
 H600×W600×D250（mm）

出力により、下記の2種類があります。

本 体 取 扱 説 明 書
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各部名称と操作内容
制御盤外観

①集合表示灯
Ⓐ電源 ...........................制御盤に電源が給電され、制御盤内のブレーカーが投入されて

いるとき点灯。
Ⓑ操作電源 ...................操作電源スイッチ（⑥）が“入”にされたとき点灯。
Ⓒインバータ異常 ........ふるい駆動用インバータに異常が発生したとき点灯。
Ⓓ自動運転中 ...............自動サイクル運転中に点灯。
Ⓔサイクル停止 ............自動サイクル運転中にサイクル停止スイッチ（⑩）を押したと

き点灯。
Ⓕ原料供給 ...................自動サイクル運転中に原料供給信号が出力されているとき点

灯。
Ⓖ分級中 .......................手動または自動運転中に分級動作を行っているとき点灯。
Ⓗ排出中 .......................手動または自動運転中に排出動作を行っているとき点灯。

②原料供給待機タイマ 自動サイクル運転中、分級開始後、原料供給を開始するまでの
時間を設定します。

③原料供給運転タイマ 原料供給機タイマー時間経過後、原料を供給する時間を設定し
ます。

④分級タイマ 自動運転の1サイクル中の分級時間を設定。
 （設定範囲：0.1 秒～9990時間）
⑤排出タイマ 自動運転の1サイクル中の排出時間を設定。
 （設定範囲：0.1 秒～9990時間）
⑥停止タイマ シーケンサー内の内部タイマーにより設定（初期設定10秒）
　インターバルタイマ
⑦操作電源切 - 入スイッチ “入”にすることによりインバータに電源が入り、排気ファン

が運転し、すべての操作が可能となります。
⑧手動 - 自動切替スイッチ 操作方法の切替を行います。
⑨非常停止スイッチ すべての動作をその場にて停止します。
⑩自動起動スイッチ タイマ設定に従い自動運転を開始します。
⑪サイクル停止スイッチ 自動サイクル運転中に押すことにより、1サイクル終了後（排

出終了後）自動運転を終了します。
⑫分級スイッチ 手動にて分級を行います。
 （停止スイッチを押すまで止まりません。）
⑬排出スイッチ 手動にて排出を行います。
 （停止スイッチを押すまで止まりません。）
⑭停止スイッチ 手動分級、排出を停止します。

1

2

6

7

9

10

8

11

12

13

3 4 5
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制御盤内部

NFB CP NFMC

CR

シーケンサー

端子台 INV

RB

制御盤内部の配置は、以下のようになっています。参考にしてください。

NFB ..............................ノーヒューズブレーカー
CP .................................サーキットプロテクター
MC ................................マグネットコンタクター
CR .................................リレー
NF .................................ノイズフィルター
RB .................................制動抵抗器
INV................................インバータ
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●設置場所

制御盤の設置場所につきましては下記の条件を満たす場所へ据え付けてください。

警告 排気ファン・防塵フィルタ部をふさいでしまうような場所（位置）には制
御盤を設置しないでください。内部に熱がこもり火災の原因となります。

据付け
据付け前の確認

①ホコリ、粉塵が少ない
②風通しがよい
③操作、保守・点検などに十分な作業スペースがある
④排気ファン・防塵フィルタ部をふさがない
⑤振動ふるい機の運転状態が把握できる位置にある。

●制御盤の搬入

制御盤の搬入・移動の際は、制御盤ボックスに強い衝撃や振動を与えないようにリ
フト等を使って持ち上げます。

警告 制御盤を吊り上げる（持ち上げる）際には、重心・重量を考慮して作業を
行ってください。吊り上げが不完全な場合は、制御盤の落下、破損などに
より、または持ち運ぶ人数によってはケガの原因となります。

据付け上の注意事項

●制御盤の据付け

警告 制御盤を壁または架台に据え付ける場合は、制御盤の重量を十分考慮の上、
設置してください。耐荷重が不十分の場合は、制御盤の落下・破損などに
よりケガの原因となります。

（１） 制御盤の重量はお客様のご注文仕様によって異なります。取付けの際は一度重量
を計ってください。

（２） 制御盤の重量に見合った耐荷重のある壁、または架台にボルト4本で取付けてく
ださい。

（３） 取付け後は、制御盤の上に重量物を乗せないでください。
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電気配線

『補足』 ケーブルを延長した場合は接合部を完全にモールド加工してくだ
さい。

●電気配線工事

警告 ・ 電気工事は「電気設備基準」及び「内線規定」にしたがって施工してく
ださい。配線などに不備がありますと漏電や感電・火災の原因となりま
す。

 ・ 振動ふるい機を制御盤の端子台に接続する前に、電源（漏電遮断器など）
を確実に切ってください。感電・ショート・振動ふるい機の不意な始動
によるケガの原因となります。

●配線ケーブルについて

注意 ・ 配線ケーブルを延長する場合は、心線と同等の太さか、それよりも太い
サイズのものを使用してください。ケーブルの発熱による火災・漏電・
感電の原因となります。

 ・ 配線ケーブルは無理に折り曲げたりねじったり、構造物に当てるなどし
て傷を付けないようにしてください。
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各種タイマ・インバータの設定
各種タイマの設定

●タイマ設定のしかた

上記チャート例を目安に設定時間を決定してください。

●各タイマの設定による動作チャート（自動運転）

上側のボタンを押すと数字が減り、下
側のボタンを押すと数字が増えます。
設定された時間が液晶表示部に表示さ
れます。

動作チャート

自動起動スイッチ

サイクル停止スイッチ

分級タイマ

停止タイマ
（シーケンサー内部タイマ）

インターバルタイマ
（シーケンサー内部タイマ）

原料供給待機タイマ

排出タイマ

原料供給運転タイマ

原料供給機 運転
停止

ふるい機
分級
停止
排出

0 0 0 0 S

注意 タイマ設定として次の事をお守りください。
 分級時間＞原料供給待機タイマ＋原料供給運転タイマ
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運　転
試運転
警告 運転中（停止後）に煙が出ている、へんな臭いがする、操作不能など、少

しでも異常が認められた場合はただちに電源を切り、本書、『KOWA振
動ふるい機Rタイプ』の取扱説明書、ならびに『KOWA振動ふるい機 F
タイプ・Gタイプ』の取扱説明書を参照して対策を施してください。

 症状に改善が見られない場合、または取扱説明書に該当する症状がない場
合は、お買い求めの代理店もしくは弊社までご連絡ください。異常の状態
で運転を続けますと、重大事故、感電・火災にいたるおそれがあり大変危
険です。

●試運転の実施
以下の場合には必ず試運転を行い、異常の有無を確認してください。

・制御盤を移動したとき
・保守・点検（修理など）作業後
・長期間使用をしなかったとき

●試運転の手順
（１） 操作電源を“入”にします。

（２） 手順 - 自動切り替えスイッチを“手動”
側にします。

（３） 分級スイッチを押して振動ふるい機の
回転方向を確認します。

（４） 排出スイッチを押して振動ふるい機の
回転方向を確認します。

（５） 振動ふるい機を自動運転状態にして原
料を供給しながら分級・排出の状態を
確認します。

（６） 分級・排出時に不具合が生じた場合は、
P.11『6. 各種タイマ・インバータの
設定』を参考に時間を変更します。

［分級時の回転方向］

［排出時の回転方向］

運転
試運転で異常がなければ継続運転を行ってください。
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注意

警告
保守・点検の際は必ず電源（漏電遮断器な
ど）を確実に切ってから作業を行ってくださ
い。感電やショートにより死亡事故や重大な
傷害をまねくおそれがあります。

●

指定部以外の内部の点検・調整・修理は行わ
ないでください。
感電・ショート・異常作動の原因となりま
す。

●

OFF

お客様による制御盤の仕様変更（改造）をし
ないでください。
感電・ショート・異常動作の原因となります。
『補足』仕様変更に伴う制御盤の改造につき

ましては、お買い求めの代理店か弊
社にご相談ください。

● 仕様変更
改造

保守・点検
保守・点検を定期的に行うことは、制御盤の性能を維持する上で必要です。下記
の要領で点検整備を行ってください。
平常状態と異なる場合は、本書、『KOWA振動ふるい機Rタイプ』の取扱説明書、
ならびに『KOWA振動ふるい機 Fタイプ・Gタイプ』の取扱説明書をご参照の上、
早めに処置するようにしてください。

●点検の前に
次のような事項にとくに注意して、保守・点検作業を行ってください。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


